
線表 進捗状況 課題（△）及び対応

継続： △

新規： ○

継続： ○

継続： ○

継続： △

新規： △

継続： ○

継続： △

新規： ○

線表 進捗状況

継続：

新規：

継続： ー ー

新規： 有 ○

線表 進捗状況 R5.6月作成

継続： 有 ○

継続： ー ー

継続： ー ー

継続： ー ー

第２次仁淀川清流保全計画　取組一覧
テーマ：子どもたちを川へ呼び戻す

取組項目 具体的な取組

川にふれ合う行事の充実・広報

「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施

「RAC川の安全教室in仁淀川」の実施による指導者育成

指導者間の連携への支援

子ども水辺安全講座の実施

仁淀川流域向け入門編の実施

危険箇所マップによる情報提供

学校での環境学習実施への支援

水質マップによる情報発信

テーマ：水文化を継承する

取組項目 具体的な取組

流域の水文化に親しむ機会の情報発信

「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施（再掲）

伝承の収集と情報発信

「仁淀川学習」プログラム開発及び実施（再掲）

テーマ：川本来の生態系を取り戻す

取組項目 具体的な取組

自然環境調査の実施 自然環境調査の実施

外来種対策の実施

外来種拡大防止に向けた情報発信

水辺林の保全と適正な管理 水辺林の保全と適正な管理

親子で川にふれ合う行事の充実・広報 有

安全・安心で楽しい水辺活動の推進 有

学校での環境学習や川に親しむ機会
づくりへの支援 有

流域の水文化に親しむ機会の拡大 有 ○

地域の営みや伝統文化に根ざした暮ら
しの維持 ー ー ー

仁淀川にまつわる伝承等の収集及び
活用

生物多様性の確保に向けた取組の実
施

　△　仁淀川親子体験教室（主催：高知県立高知青少年の家）　　　2024（R6)目標：１０回
　　　R２～R4　実績：０回
　　　　【課題】　
　　　　　令和４年度以降の実施計画なし（川以外の企画内容に変更）
　　　　【R5計画（案）】
　　　　　R5上半期に「子どもたちを川へ呼び戻すWG」を開催し、親子で川にふれあう行事の主催や
　　　　　共催、他団体の取組への支援の可能性について検討する

　△　子ども水辺安全講座の実施　　　2024（R6)目標：実施校数７校・受講者数１４０名
　　　R２～R4　実績：計３校、３９名
　　　　【課題】　
　　　　　部会やWGメンバーから学校へ声がけをしてきたが、学校側からの希望がない
　　　　【R5計画（案）】
　　　　　　R5上半期に「子どもたちを川へ呼び戻すWG」を開催し、主催行事への組み込みや他団体
　　　　　の取組への支援の可能性について検討する

　△　仁淀川流域向け入門編の実施　　　2024（R6)目標：実施回数１２回
　　　R２～R4　実績：モニタリング・講座実施０回
　　　　【R5計画（案）】
　　　　　　R２にグループワークを組み込んだ子ども向け入門編資料を作成済であり、今後、講座単体
　　　　　を紹介する方法ではなく、「調べ学習ハンドブック」へ項目追加する形で紹介し、活用を図る

　△　学校での環境学習実施への支援
　　　2024（R6)目標：水生生物調査・水質調査　実施校数各２１校
　　　R２～R4　実績：水生生物調査　各年７～１１校、水質調査　各年７～１２校
　　　　【R5計画（案）】
　　　　  　市町村教委等へ「調べ学習ハンドブック」を紹介し、流域の小中学校等における実施の可能
　　　　　性を探り、個々の学校にアプローチしていく
　　　　　　水生生物調査、水質調査、その他環境学習等にかかる資材を徐々に揃え、紹介・貸し出し
　　　　　を行っていく

資
料
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線表 進捗状況

継続：

新規：

新規：

新規：

新規：

新規：

継続：

継続： ー ー

継続： 「協働の川づくりパートナーズ協定」による取組 有 ○

継続： ー ー

線表 進捗状況

継続： ー ー

継続： ー ー

継続： ー ー

継続： ー ー

継続： ー ー

継続： ー ー

継続： ー ー

線表 進捗状況

継続： ー ー

新規：

新規：

継続： ー ー

継続： ー ー

継続： ー ー

テーマ：美しい景観を保全する

取組項目 具体的な取組

仁淀川一斉清掃の実施

「清掃活動 ＋α」の検討及び実施

事業者との連携による啓発の実施

河川ごみマップ等による情報発信

「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施（再掲）

水質マップによる情報発信（再掲）

河川ごみマップ等による情報発信（再掲）

流域の団体が実施している環境保全活動の普及促進

仁淀川の清流保全に関する寄付事業

テーマ：豊かな水量を確保・維持する

取組項目 具体的な取組

間伐の実施

針広混交林の拡大（落葉広葉樹の植林）

自伐林家等の林業機械レンタル支援

森林保全ボランティア等の育成

森林保全ボランティアの協力による森林整備の推進

「協働の森づくり事業」を活用した森林整備の推進

木質バイオマスの利用拡大

テーマ：排水・汚水処理対策を進める

取組項目 具体的な取組

生活排水対策 生活排水対策の実施

家庭での環境保全対策についての情報発信

「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施（再掲）

事業系排水対策 事業者と行政機関が連携した浄化施設の整備

水質測定結果と経年変化の確認及び水質改善策の検討

水質測定結果についての情報発信

「仁淀川・環境の日」の啓発・一斉清
掃への参加呼びかけ 有 ○

河川利用者のマナー向上に向けた取
組の実施 有 ○

上下流の連携 有 ○

環境先進企業、関係団体との協働に
よる仁淀川における水辺の環境保全
活動の普及促進

健全な森づくりによる山の保水力の回
復

森林組合や民間林業事業体に加え、
自伐小規模林業者や森林保全ボラン
ティアを活用した森林整備

地球温暖化対策に着目した森林整備

地域における環境保全対策 有 ○

水質測定の測定結果と経年変化の分
析



「第２次仁淀川清流保全計画」における事業の具体的な実施状況

１ 川にふれ合う行事の充実・広報

  ・仁淀川親子体験教室（主催：高知県立高知青少年の家）　R２～R4　実績：０回

　　　→　【課題】　当事業主催者として令和４年度以降の実施計画なし（川以外の企画内容に変更している）

　　　→　【R5計画（案）】

　　　　　　R5上半期に「子どもたちを川へ呼び戻すWG」を開催し、親子で川にふれあう行事の主催や共催、他団体の取組への支援の可能性

　　　　　　について検討する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２ 「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施

　　・川と人、社会、文化の関わり講座　　R２～R4　実績：計３回

　　　→　【R5計画（案）】　

　　　　　　開催時期：令和５年12月～１月を想定　R5上半期に「子どもたちを川へ呼び戻すWG」を開催し、具体内容を検討する

テーマ 子どもたちを川へ呼び戻す

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30)）

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

川にふれ合う行事の充実・広報

実
績

親子体験教室：０
回
媒体活用方法の
提供の実施

親子体験教室：０
回
Facebook等での
情報発信：15回

親子体験教室：０
回
Facebook等での
情報発信： 27回

「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施

実
績

プログラム数：２個
実施：２回

プログラム数：１個
実施：０回（中止）

プログラム数：１個
実施：1回

目　的
仁淀川にふれ合う行事を充実させるとともに広報活動を実施することによって、親子で参加できる行事へ数多くの参加
を促す。

取組項目 親子で川にふれ合う行事の充実・広報

取組内容

1
親子体験教室※：７回
Facebook等での情報

発信

計
画

　親子体験教室：10回
　Facebook等での
　情報発信

仁淀川にふれ合う行事を実施するとともに、参加し
やすくなるよう情報発信を行う。
また、媒体の活用方法について整理し、流域で川
にふれ合う行事を行っている団体等へ提供すること
によって情報発信しやすくなるよう支援する。

2 新規

計
画

検討及び実施
（2回）

検討及び実施
（2回）

検討及び実施
（２回）

検討及び実施
（２回）

検討及び実施
（２回）

プログラム数：10個
実施回数：10回

水生生物や水文化、ごみ問題など、さまざまな分
野に関するプログラムを新たに作成し実施すること
によって、仁淀川について学べる機会づくりにつな
げる。

行事の実施及びホームページFacebook等を活用した情報発信

媒体活用方法

の整理
提供

R5.6月作成
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１ 「RAC川の安全教室in仁淀川」の実施による指導者育成  R２～R4　実績：講座合計６回、リーダー数計７名

　　→　【R5計画（案）】　

   （１）リーダー講座

　　　　　開催時期：令和５年７月２５日（火）・２６日（水）　※降水量３ミリ未満の場合決行、予備日：８月２３日（水）・２４日（木）

　　　　　開催場所：いの町立伊野公民館（座学）、いの町波川（実技）

　　　　　講　　師：谷　光承（ＲＡＣトレーナー）  ※講師補助としてＲＡＣリーダーが参加予定

　　   (２)川という自然の理解講座

　　　　　開催時期：令和５年9月頃　※降水量３ミリ未満の場合決行、予備日も設定する

　　　　　開催場所：いの町波川公園　右岸側（実技・座学）

　　　　　講　　師：石川　妙子　　　※講師補助としてＲＡＣリーダーが参加予定

　　　(３) 川と人、社会、文化の関わり講座（再掲）

※

テーマ 子どもたちを川へ呼び戻す

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30)）

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

川の特性を理解し、川での活動における危機管理
能力を身につけた人材を育成する。

 リーダー資格取得に必要な講座：アシスタントリー

ダー講座、リーダー講座、川という自然の理解講

座、川と人、社会、文化の関わり講座

実
績

指導者養成講座：
１回
川という自然の理
解講座：１回
川と人、社会、文
化の関わり講座：
１回
リーダー数：３名

アシスタントリー
ダー講座：１回
川という自然の理
解講座：１回
川と人、社会、文
化の関わり講座：
１回（中止）
リーダー数：４名

リーダー講座：中
止
川と人、社会、文
化の関わり講座：
１回
リーダー数：０名

目　的
川の特性を理解し、川での活動における危機管理能力を身につけた人材の育成及び育成した人材の指導による子ど
もを対象とした安全教室、環境学習等が実施できる体制を整える。また、危険箇所マップ等の情報発信により、川での
事故防止につなげる。取組項目 安全・安心で楽しい水辺活動の推進

取組内容

1

「RAC川の安全教室in仁淀川」の実施による指導
者育成

アシスタントリーダー講
座：１回、リーダー講
座：１回、川という自然
の理解講座：１回、川
と人、社会、文化の関
わり講座：１回
リーダー：６名

計
画

リーダー講座（１回）、
川という自然の理解講

座（１回）、川と人、社

会、文化の関わり講座

（１回）

アシスタントリーダー
講座（１回）、川という

自然の理解講座（１

回）、川と人、社会、文

化の関わり講座（１回）

リーダー講座（１回）、
川と人、社会、文化の

関わり講座（１回）

インストラクター養成
講座（１回）、川と人、

社会、文化の関わり講

座（１回）

アシスタントリーダー
講座（１回）、リーダー

講座（１回）、川という

自然の理解講座（１

回）、川と人、社会、文
化の関わり講座（１回）

アシスタントリーダー講
座：２回、リーダー講
座：２回、川という自然
の理解講座：３回、川
と人、社会、文化の関
わり講座：５回
インストラクター：２名、
リーダー：９名

２/12頁



３ 子ども水辺安全講座の実施   R２～R4　実績：計３校、１９名以上

　→　【課題】　部会やWGメンバーから学校へ声がけをしてきたが、学校側からの希望がない

　→　【R5計画（案）】

　　　　R5上半期に「子どもたちを川へ呼び戻すWG」を開催し、WGメンバー主催の行事への組み込みや他団体の取組への支援の可能性

　　　　について検討する

４ 仁淀川流域向け入門編の実施  R２～R4　実績：R2に入門編の案（＝講座用資料）１本作成、モニタリング・講座実施０回

　→　【R5計画（案）】

　　　　グループワークを組み込んだ子ども向けの入門編資料を、今後は「調べ学習ハンドブック」へ項目追加する形で紹介し活用を図る

テーマ 子どもたちを川へ呼び戻す

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30)）

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

指導者間の連携への支援

実
績

Facebookグルー
プの運用

子ども水辺安全講座の実施

実
績

２校（開催支援：１
校、RACリーダー
による実施：１校）

１校（開催支援１
校）

０校

仁淀川流域向け入門編の実施

実
績

案作成
モニタリング：０回

モニタリング
：０回

モニタリング
：０回

危険箇所マップによる情報提供

実
績

目　的
川の特性を理解し、川での活動における危機管理能力を身につけた人材の育成及び育成した人材の指導による子ど
もを対象とした安全教室、環境学習等が実施できる体制を整える。また、危険箇所マップ等の情報発信により、川での
事故防止につなげる。取組項目 安全・安心で楽しい水辺活動の推進

取組内容

2

Facebookグループの
立ち上げ及び運用

計
画

－

Facebookグループを活用し、育成した指導者間の
情報交換が促進できるよう支援する。

3

実施校数：１校
受講した子どもの数：
22名

計
画

1校 1校 1校 ２校 ２校

実施校数：７校
受講者数：140名

川の楽しさを体験するとともに、川のどこが危険な
のかを知り、自分の身を守る知識や方法を体験を
通じて学習することを目的とした座学、実技を実施
する。

4 新規

計
画

案作成及びモニタ
リングの実施

講座の実施
（２回）

講座の実施
（２回）

講座の実施
（４回）

講座の実施
（４回）

実施回数：12回

川での安全対策の必要性や危険なポイント、事前
準備など川の安全に関する基礎知識を学べる入門
編（座学）を作成、実施する。

5

仁淀川危険箇所マップ
（HP）の公開及びミニ
マップの配布

計
画

－

仁淀川の危険箇所の表示（サイン）や危険箇所
マップ等作成・配布といった情報発信を行い、仁淀
川での事故防止につなげる。

指導者間の情報交換への支援

危険箇所マップ等の情報発信

危険箇所マップ等の情報発信

3/12頁



１ 学校での環境学習実施への支援   R２～R4　実績：水生生物調査　各年７～１１校、水質調査　各年７～１２校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ３年度の調査票をもとに「調べ学習ハンドブック」を作成し、R5.3月に仁淀川流域の小中学校へ配布

　→　【R5計画（案）】

　　　　・協議会から出た意見等をハンドブックの更新に反映させる（フロー図の追加、講座の追加等）（随時）

　　　　・市町村教委へハンドブックを紹介し、流域の小中学校における実施の可能性を探り、個々の学校にアプローチしていく（７月～１１月）

　　　　・水生生物調査、水質調査、その他環境学習等にかかる資材を徐々に揃えて、学校への紹介、貸出し等を行っていく

テーマ 子どもたちを川へ呼び戻す

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

学校での環境学習実施への支援

水生生物調査：７
校
水質調査：７校

水生生物調査：11
校
水質調査：12 校

水生生物調査：11
校
水質調査：８校

目　的
流域内の学校での環境学習や川に親しむ機会づくりへの支援を行い、学校での取組を増やすことによって、子ども
たちの川への関心を高める。

取組項目 学校での環境学習や川に親しむ機会づくりへの支援

取組内容

1

実施校数
水生生物調査：11校
（H30）
水質調査：５校（H30)

計
画

実施校数
水生生物調査：21校
（R6)
水質調査：21校（R6)

仁淀川について学べる講座及び講師の情報収集
を行い、「調べ学習ハンドブック」を作成し、流域の
学校へ提供するとともに実施への支援を行う。
また、環境学習実施結果の情報発信を行うことに
よって、流域全体での実施につなげる。

実
績

講座実施への支援（既存の取組継続を含む）及び情報発信

講座及び講師
の情報収集

「調べ学習ハンドブック」
の作成

学校への提供

講座及び講師の情報

収集方法検討

講座及び講師の情報

収集

講座実施への支援（既存の取組継続を含む）及び情報発信

「調べ学習ハンドブック」

の作成

学校への提供
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２ 水質マップによる情報発信   R２～R4　実績：水質調査　各年７～１２校、水質マップ　R3結果HP掲載済・R4結果HP掲載予定

　   身近な水環境の全国一斉調査に参加している仁淀川流域の団体及び水質調査を実施している仁淀川流域の学校への調査の実施

　→　【R5計画（案）】

　　　　・水生生物調査、水質調査、その他環境学習等にかかる資材を徐々に揃えて、学校への紹介、貸出し等を行っていく

　　　　・次年度の全国一斉調査実施の情報が入り次第、メンバー間で共有し、関係機関・学校等へ紹介していく　　　　　　　　　

テーマ 子どもたちを川へ呼び戻す

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

水質マップによる情報発信

情報発信

水質調査：７校 水質調査：12 校 水質調査：８ 校

目　的
流域内の学校での環境学習や川に親しむ機会づくりへの支援を行い、学校での取組を増やすことによって、子ども
たちの川への関心を高める。

取組項目 学校での環境学習や川に親しむ機会づくりへの支援

取組内容

2 新規

計
画

水質調査実施校数：21
校（R6)

仁淀川流域で実施している水質調査結果を収集し
て地図化し、実施者や学校に提供を行うとともに情
報発信を行う。

実
績

水質調査実施状況の把握及び地図化

に向けた検討

データ収集、地図化及び情報発信

水質調査実施状況の把握

及び地図化に向けた検討 データ収集、

地図化
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１ 流域の水文化に親しむ機会の情報発信（再掲）

２ 「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施（再掲）

テーマ 水文化を継承する

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

流域の水文化に親しむ機会の情報発信

実
績

Facebook
投稿回数13回

Facebook
投稿回数15回

Facebook
投稿回数27回

「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施（再掲）

実
績

プログラム数：２個
実施：２回

プログラム数：１個
実施：０回（中止）

プログラム数：１個
実施：1回

目　的
水を上手に使ってきた先人の知恵や流域固有の特徴ある水文化を流域全体で共有しながら次世代へ引き継ぎ伝えて
いくことを目的として、水文化に親しむ機会の拡大を図る。

取組項目 流域の水文化に親しむ機会の拡大

取組内容

1 継続

計
画

－

仁淀川にふれ合う行事を実施するとともに、参加し
やすくなるよう情報発信を行う。

2 新規

計
画

検討及び実施
（2回）

検討及び実施
（2回）

検討及び実施
（２回）

検討及び実施
（２回）

検討及び実施
（２回） プログラム数：10個（う

ち水文化の継承：５個）
実施回数：10回（うち
水文化の継承：５個）

水生生物や水文化、ごみ問題など、さまざまな分
野に関するプログラムを新たに作成し実施すること
によって、仁淀川について学べる機会づくりにつな
げる。

行事の実施及びホームページFacebook等を活用した情報発信

テーマ 水文化を継承する

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

「仁淀川学習」プログラム開発及び実施（再掲）

実
績

プログラム数：２個
実施：２回

プログラム数：１個
実施：０回（中止）

プログラム数：１個
実施：1回

目　的
水を上手に使ってきた先人の知恵や流域固有の特徴ある水文化を流域全体で共有しながら次世代へ引き継ぎ伝えて
いくことができるように、仁淀川にまつわる伝承等の収集及び活用に取り組む。

取組項目 仁淀川にまつわる伝承等の収集及び活用

取組内容

1 新規

計
画

検討及び実施

（2回）

検討及び実施

（2回）

検討及び実施

（２回）

検討及び実施

（２回）

検討及び実施

（２回） プログラム数：10個（うち水
文化の継承：５個）
実施回数：10回（うち水文
化の継承：５個）

水生生物や水文化、ごみ問題など、さまざまな分
野に関するプログラムを新たに作成し実施すること
によって、仁淀川について学べる機会づくりにつな
げる。
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１ 自然環境調査の実施   R２～R4　実績：カジカガエルの鳴き声調査　R3、R4実施、観察会１回

　→　【R5計画（案）】

　　　　・「カジカガエルの鳴き声調査2023」の開催周知（全体、個別）、参加（流域住民・学校等）、見える化（地図におとす）、結果広報

　　　　・観察会「カジカガエルを探そう！」の開催

　　　　　開催時期：令和５年７月１日（土）19時～　※降水量３ミリ未満の場合決行、予備日：７月８日（土）

　　　　　開催場所：越知町宮の前公園

　　　　　講　　師：谷地森　秀二（横倉山自然の森博物館）

テーマ 川本来の生態系を取り戻す

これまでの実績 計画スケジュール 目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年 （2024（R6)）

自然環境調査の実施

実
績

目　的
流域での水生生物や水生植物の生息調査の実施により、仁淀川流域の生物多様性につい
て考えるきっかけづくりにつなげる。取組項目 自然環境調査の実施

取組内容

1 継続

計
画

調査実施回数：２回

河川やその周辺に生息・生育する生物の
現状を把握するために自然環境調査を
実施し、必要に応じて保護・保全を行う。

調査実施

既存調査内容の把握及び実施に向けた検討

仁淀川のいきもの

調査2021 実施に

向けた検討 仁淀川のいきもの

調査2021 実施

仁淀川のいきもの

調査2022 実施

結果の

広報

結果の

広報
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１ 仁淀川一斉清掃の実施   R２～R4　実績：のべ参加者数　1,010人

　→　【R5計画（案）】

　　　　・令和５年10月14日（土）　５地域：8時から１時間程度、１地域：７時から１時間程度　　※降水量３ミリ未満の場合決行

２ 「清掃活動+α」の検討及び実施   R２～R4　実績：計２回

　→　【R5計画（案）】

    ・市町村教委へ「調べ学習ハンドブック」（ごみについての座学・現地学習の講座あり）を紹介し、流域の小中学校における実施の

　　　　　可能性を探り、個々の学校にアプローチしていく（７月～１１月）

テーマ 美しい景観を保全する

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

仁淀川一斉清掃の実施

実
績

10/24
参加者数：256人

10/23
参加者数：369人

10/22
参加者数：385人

「清掃活動 ＋α」の検討及び実施

実
績

０回 １回 １回

目　的
流域全体での一斉清掃等の実施により清流保全活動に参加する機会づくりにつなげるとともに、仁淀川の現状につ
いて考えるきっかけづくりにつなげる。

取組項目 「仁淀川・環境の日」の啓発・一斉清掃への参加呼びかけ

取組内容

1
４回（年１回実施）
のべ参加者数：1,515
人

計
画

のべ参加者数：2,000
人

「仁淀川・環境の日」（10月24日）の前後の土曜日
に、住民や環境先進企業、関係団体等が協働で
一斉清掃を実施する。

2 新規

計
画

検討及び実施

（2回）

検討及び実施

（2回）

検討及び実施

（２回）

検討及び実施

（２回）

検討及び実施

（２回）

のべ参加者数：200人

環境への関心が高

まったと回答した割合
（アンケート調査）：
80％以上

ごみ拾いに楽しさや学びをプラスすることによって
参加を促すとともに、仁淀川の環境保全への関心
を高める。

一斉清掃の実施（年１回）
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１ 事業者との連携による啓発の実施   R２～R4　実績：R３から「仁淀川スタイル」発信

　→　【R5計画（案）】

　　　　・「仁淀川スタイル」発信の継続

　　　　　令和５年は７月よりスタートし、週に1度、10月の仁淀川一斉清掃の周知がはじまるまで実施する予定

　　　　　協力事業者：仁淀ブルー観光協議会、いの町観光協会、仁淀川町観光ポータルサイト

　　　　・その他　NPO仁淀川お宝探偵団主催「カヌーでGO!SUPでGO!」　令和５年５月３日（水・祝）開催済

２ 河川ごみマップ等による情報発信   R２～R4　実績：河川ごみマップ　R３結果HP掲載済・R4結果HP掲載予定

　→　【R5計画（案）】

　　　　・これまでの取組を継続

　　　　　調査票配布団体：仁淀川清流保全推進協議会の委員及び部会員、仁淀川一斉清掃参加団体の一部、おもてなしの水辺創成事業活用団体等

テーマ 美しい景観を保全する

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

事業者との連携による啓発の実施

実
績

河川ごみマップ等による情報発信

実
績

清掃活動実施状
況の把握（おもて
なしの水辺創成事
業）方法協議

目　的 仁淀川のごみの状況について正しく把握するとともに河川利用者のマナー向上につなげる。
取組項目 河川利用者のマナー向上に向けた取組の実施

取組内容

1 新規

計
画

－
河川利用者との接点を持つ事業者※と連携した、
河川利用者に対する啓発を実施することによってマ
ナー向上につなげる。

※ 例：観光客＝観光事業者

2 新規

計
画

ごみマップによる情報
発信回数：１回

仁淀川流域で回収されたごみの種類や量を地図
化し、上流から下流への変化や本川と支川の違い
を見える化する。また、不法投棄されたごみの量や
種類、場所などの情報を収集するための仕組みづ
くりを行う。

清掃活動実施状況の把握及び地図化

に向けた検討

データ収集、地図化及び情報発信

事業者との協議

啓発案
作成

連携した啓発の実施

啓発案検討

観光事業者

との協議：１回

連携した啓発
の実施

調査項目
検討 清掃実績

調査

地図
作成

情報

発信

地図

作成
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テーマ 美しい景観を保全する

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施（再掲）

実
績

プログラム数：２個

実施：２回

プログラム数：１個

実施：０回（中止）

プログラム数：１個

実施：1回

水質マップによる情報発信（再掲）

情報発信

水質調査：７校 水質調査：12 校 水質調査：８ 校

河川ごみマップ等による情報発信（再掲）

実
績

清掃活動実施状
況の把握（おもて
なしの水辺創成事
業）方法協議

目　的
愛媛県も含めた上流と下流とがつながっていることを意識できる機会を提供することによって、流域全体で連携した
清流保全活動の推進につなげる。

取組項目 上下流の連携

取組内容

1 新規

計
画

検討及び実施

（１回）

検討及び実施

（１回）

検討及び実施

（１回）

検討及び実施

（１回）

検討及び実施

（１回）

プログラム数：５個
実施回数：５回

仁淀川をテーマにしたプログラムを作成し、楽しみ
ながら学べる機会づくりにつなげる。

2 新規

計
画

水質調査実施校数：21
校

仁淀川流域で実施している水質調査結果を収集し
て地図化し、実施者や学校に提供を行うとともに情
報発信を行う。

実
績

3 新規

計
画

ごみマップによる情報
発信回数：１回

仁淀川流域で回収されたごみの種類や量を地図
化し、上流から下流への変化や本川と支川の違い

を見える化する。また、不法投棄されたごみの量や
種類、場所などの情報を収集するための仕組みづ
くりを行う。

水質調査実施状況の把握及び地図化

に向けた検討

データ収集、地図化及び情報発信

清掃活動実施状況の把握及び地図化

に向けた検討
データ収集、地図化及び情報発信

水質調査実施状況の把握

及び地図化に向けた検討 データ収集、

地図化

調査項目

検討 清掃実績

調査

地図

作成

情報

発信

地図

作成
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１ 「協働の川づくりパートナーズ協定」寄付金を活用した取組

　　・株式会社サンプラザ　　　　R２～R4　実績：ごみ勉強会及び観察会「カジカガエル」開催に係る謝金、旅費等の支援　等

　　　→　【R5事業にかかる企業様の意向】

　　　　　　これまでの取組を継続

　　・アサヒビール株式会社　　　R２～R4　実績：川の安全教室及び仁淀川一斉清掃開催に係る支援

　　　→　【R5事業にかかる企業様の意向】

　　　　　　これまでの取組を継続

　　・有限会社高知アイス　　　　R２～R4　実績：子どもたちを対象とした環境学習開催に係る経費の支援

　　　→　【R5事業にかかる企業様の意向】

　　　　　　これまでの取組を継続

テーマ 美しい景観を保全する

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

実
績

協定締結数：３

新規：１
継続：２

協定締結数：３
継続：３

協定締結数：３
継続：３

目　的 流域の団体や企業等と連携した水辺の環境保全活動を実施することによって仁淀川の景観を保全する。
取組項目

環境先進企業、関係団体との協働による仁淀川における水辺の環境保

全活動の普及促進

取組内容

1

「協働の川づくりパートナーズ協定」による取組

仁淀川を対象とした協
定締結数：２

計
画

仁淀川を対象とした協
定締結数：３

川の環境保全活動に関心のある企業と清流保全
活動に取り組んでいるNPO等、流域市町村、県と
で「協働の川づくりパートナーズ協定」を締結し、一
斉清掃や間伐、子どもたちを対象とした環境学習

などの取組を協働で推進する。

環境先進企業への提案の実施及び協定を締結した企業の参画による環境保全活動の推進
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１ 家庭での環境保全対策についての情報発信   R２～R4　実績：各年６～７市町村、広報回数１６～２５回

 →　【R5計画（案）】

　　　　・家庭でできる生活排水対策の広報実施を継続

テーマ 排水・汚水処理対策を進める

これまでの実績
計画スケジュール

目　標
（2015（H27）～2018(H30))

2020（R２）年 2021（R３）年 2022（R４）年 2023（R５）年 2024（R６）年
（2024（R6)）

家庭での環境保全対策についての情報発信

実
績

実施した市町村数：6

広報等周知回数：16

実施した市町村数：７

広報等周知回数：17

実施した市町村数：７

広報等周知回数：25

「仁淀川学習」プログラムの開発及び実施（再掲）

実
績

プログラム数：２個
実施：２回

プログラム数：１個
実施：０回（中止）

プログラム数：１個
実施：1回

目　的
家庭で出来る具体的な生活排水対策の広報や、地域における環境保全対策について学べるプログラムの開発及

び実施により、河川環境について考えるきっかけづくりにつなげる。
取組項目 地域における環境保全対策

取組内容

1 継続

計
画

－
生活排水対策に自主的に取り組む環境づくりのた
め、家庭でできる具体的な取組方法等の広報を実
施する。

2 新規

計
画

検討及び実施
（2回）

検討及び実施
（2回）

検討及び実施
（２回）

検討及び実施
（２回）

検討及び実施
（２回）

プログラム数：10個（う
ち地域における環境保
全対策：１個）
実施回数：10 回（うち
地域における環境保全
対策：１個）

水生生物や水文化、ごみ問題など、さまざまな分
野に関するプログラムを新たに作成し実施すること
によって、仁淀川について学べる機会づくりにつな
げる。

家庭での環境保全対策についての情報発信
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